
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）教科体育での実践 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）教科外体育での実践 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「⾧座体前屈」「５０ｍ走」「ソフトボール投
げ」では、豊田市平均と比べて上回っている
ところがある。 
・「握力」「反復横跳び」「立ち幅跳び」では、
豊田市平均と比べて下回っているところが多
い。 
・休み時間や帰宅後に外へ出て遊ぶ児童と全
く遊ばない児童の二極化が顕著である。その
結果、どの種目においても、記録が伸び悩ん
だことが考えられる。 
・「反復横跳び」「立ち幅跳び」の記録を高め
るために、敏捷性、筋持久力が向上するよう
な運動を積極的に取り入れる必要がある。 
 上記の現状を踏まえて、全校での取組とし
て昨年度に引き続き、なわとび（短縄）運動
を導入することにした。 

 児童の運動量が減る冬の時期に、なわとび
（短縄）活動を取り入れた。児童の意欲を高
めるために、なわとびカードを配付し、様々
な技に取り組めるようにした。技のレベルに
応じて、２０級～１級となっているため、な
わとびが得意な児童だけでなく、苦手な児童
も目標を立てて取り組むことができた。授業
だけでなく、休み時間や家庭でも、なわとび
カードを活用し取り組む様子が見られ、体力
の向上につながったと考えられる。 
 １月下旬には、中京大学から講師を招き、
なわとびを使った様々な技を指導していた
だく予定になっている。そこで学んだこと
を、今後の授業等にも生かして、更なる体力
向上につなげていきたい。 

 児童たちに、外で運動する楽しさを感じて
もらうために、名古屋グランパスの方を講師
に招き、ボールクリニックを行った。 
 ボールに慣れる活動から始めるなど、スモ
ールステップで行うことで、普段ボール運動
に苦手意識がある児童も楽しみながらサッ
カーボールを使った運動に親しむことがで
きた。 
 また、休み時間に外へ出て遊ぶ児童と全く
遊ばない児童の二極化が顕著である。そこ
で、少しでも外へ出て遊ぶ機会を増やすこと
ができるよう、体育委員会の児童が考えた
「運動キャンペーン」を本校の生活のめあて
である「身体を動かして強い体を作ろう」と
絡め活動を行った。児童集会でおすすめの遊
びを紹介し、休み時間に⿁ごっこやボール遊
び、遊具遊びをしたら、キャンペーンカード
にシールを貼ることができる。日頃、外へ出
て遊ぶことをためらう高学年（特に女子）児
童も、委員会児童に誘われ、元気よく外で遊
んでいる姿が見られた。 

 成果としては、なわとびカードを活用した
ことで、運動に対して苦手意識をもっている
児童も意欲的に取り組む姿が見られた。 
 来年度に向けて、豊田市体力アップトレー
ニングメニューやコーディネーショントレー
ニングを積極的に活用し、楽しみながら体力
づくりができるように全校体制で取り組んで
いきたい。 


